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一
、

は
じ
め
に

今
世
紀
前
半
に
は
、

東
海
地
震

・
東

南
海
地
震

・
南
海
地
震
が
、

個
別
或

い

は
運
動
し
て
発
生
す
る
可
能
性
が
高

い
。

こ
れ
ら
の
被
害
規
模
は
、

国
家
予
算
に

達
す
る
こ
と
か
ら
、

被
害
を
抜
本
的
に

軽
減
し
な
け
れ
ば
、

次

の
世
代
や
国
際

社
会
に
対
し
て
取
り
返
し
の
つ
か
な

い

こ
と
に
な
る
。

こ
れ
が
、

地
震
防
災
戦

略

（
Ｈ
ｌ７

・
３
）

の
策
定
に
繋
が
り
、

国
と
し
て
耐
震
化

の
推
進
と
国
民

一
人

一
人
に
至
る
徹
底
的
な
意
識
啓
発
を
誓

う
に
至

っ
た
。

今
、

ま
さ
に
、

私
た
ち
は
、

将
来
の
危
機
に

「気
づ
き
」
、

そ
の
理
由

を

「
学
ん
だ
」
状
態
に
あ
る
。

こ
れ
か

ら
が
、

「実
践
力
」
を
問
わ
れ
る
と
き
で

あ
る
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

東
海

・

東
南
海

・
南
海
地
震
が
発
生
す
る
南

海
ト
ラ
フ
で
は
、

歴
史
的
に
巨
大
地

震
が
繰
り
返
し
発
生
し
、

そ
の
発
生

前
後
に
は
、

西
日
本
の
内
陸
で
地
震

が
頻
発
し
て
い
る
。

西
日
本
の
多
く

が
広
域
に
被
災
す
る
地
震
で
あ
り
、

地
震
後
に
は
社
会
の
変
化
も
大
き
い
。

こ
う

い
っ
た
巨
大
災
害
の
時
に
は
、

被
害
が
余
り
に
大
き
く
、

公
の
力
の

み
で
は
対
処
は
困
難
で
あ
る
。

こ
の

た
め
、

災
害
軽
減
の
た
め
に
、

国
民

一
人

一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
備

え
の
行
動
を
す
る
し
か
な
い
。

過
去

の
地
震
で
の
被
害
を
知
り
、

過
去
と

現
在
の
生
活

・
社
会
環
境
の
違

い
が

分
か
れ
ば
、

将
来
を
有
る
程
度
予
見

で
き
る
。

そ
こ
で
、

こ
こ
で
は
、

過

去
と
今
と
の
違
い
を
考
え
て
み
る
。

二
、

現
代
社
会
の
実
情
の

過
去
と
の
比
較

南
海
ト
ラ
フ
で
は
、

巨
大
地
震
が

繰
り
返
し
発
生
し
て
き
た
。

過
去
か

ら
学
ぶ
こ
と
は
多

い
。

表

１
に
、

幾

つ

か
の
項
目
に
つ
い
て
、

過
去

の
巨
大
地

震
発
生
時

の
社
会
状
況
と
、

現
代
社
会

と
を
比
較
し
て
み
る
。

表
か
ら
、

現
代

社
会

の
災
害
脆
弱
性
が
良
く
分
か
る
。

私
た
ち
の
社
会
の
実
力
を
知
る
こ
と
か
ら
、

防
災
行
動
が
始
ま
る
。

以
下
で
は
、

過

去
と
現
在
と
の
比
較
を
通
し
て
、

現
代

社
会
の
災
害
危
険
度
を
考
え
て
み
る
。

付

ま
ち
の
地
盤
条
件

か

つ
て
、

ま
ち
や
村
落
は
、

洪
積
台

地
や
自
然
堤
防
な
ど
の
良

い
地
盤
に
立

地
し
て
い
た
。

図
１
に
大
阪
市

の
有
史

以
前

の
陸
地
の
状
況
を
示
す
。

上
町
台

地
の
両
側
に
海
や
池
が
広
が

っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
台
地
を
中
心
に
町
が
作
ら
れ

た
こ
と
が
分
か
る
。

ち
な
み
に
、

大
阪

城
や
天
皇
陵
は
何
れ
も
台
地
の
上
に
あ
る
。

図
２
に
、

大
阪

の
路
線
図
と
駅
名
を

示
す
。

台
地
周
辺
に
は
、

岬
を
示
す

「崎
」

や
、

湧
水
地
を
示
す

「泉
」
・
「
井
」
、

港
を
示
す

「
江
」
・
「
津
」
が
付

い
た
地

名
や
駅
名
が
多
く
あ
る
。
ま
た
、

海
の

島
や
自
然
堤
防
に
は

「島
」
や

「曽
根
」

が
、

川
に
は

「川
」
・
需
世

・
認
但

・
編
理

・

「須
」
な
ど
の
地
名
が
残

っ
て
い
る
。

そ

し
て
、

低
地
や
田
畑

・
干
拓
地

・
埋
立
地

・

開
墾
地
に
は

「
田
」
・
「治
」
・
「針
」
が
、

え百
挫
内
の
谷
筋
に
は

「容
」
・
ア
沿
匹

・
コ葎
」

な
ど
の
地
名
が
つ

い
て
い
る
。

か
つ

て
の
地
名
は
、

駅

や
停
留
所
、

公
園
、

学
校
、

派
出
所
、

通
り
な
ど
の
名
前

に
意
外
と
残

っ
て

い
る
。

大
阪
市
の

震
度

マ
ッ
プ
を
見

る
と
、

水
に
関
わ

る
地
名
の
場
所
の

揺
れ
は
、

台
地
上

よ
り
も
随
分
大
き
く
、

波
状
化

の
危
険

度
も
高
い
。

昭
和
の
東
南
海

・
南
海
地
震
は
、

規
模
が
小
さ
か

っ
た
だ
け
で
な
く
、

ま
ち

は
揺
れ
に
く

い

「
良

い
地
盤
」
に
あ

っ

た
こ
と
が
分
か
る
。

来
る
べ
き
巨
大
地
震
で
は
、

「
昭
和
」

の
南
海
地
震
よ
り
規
模
が
大
き
く
な
る

可
能
性
が
高
く
、

地
盤
に
よ

っ
て
は
、

強

い
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
液
状
化
が
発
生

す
る
。

戦
後
、

重
要
な
社
会
基
盤
を
、

地
盤
条
件

の
良
く
な

い
場
所
に
集
中
し

て
作

っ
て
き
た
。

火
力
発
電
所
や
自
動

車
工
場
、

石
油
タ
ン
ク
な
ど
を

ハ
ザ
ー

ド

マ
ッ
プ
上
に
示
し
て
み
る
と
良
く
分

か
る
。

強

い
揺
れ
や
津
波
に
襲
わ
れ
れ
ば
施

設
被
害
が
発
生
す
る
。

波
状
化
す
れ
ば
、

ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
、

道
路
が

通
行
で
き
な
く
な
り
、

消
防

・
救
助
隊

や
救
援
物
資

の
運
搬
も
困
難
に
な
る
。
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ま

過去と現在の比較を通して将来の危険を考える

Υ 幾 ほ 睾 畿 つ レ 叢 額 幾 名古屋大学大学院環境学研究科教授  福 和  イ 申 夫

表 1 過 去の地震発生時と現代との社会環境の違い

昭和以前の地震時の社会状況 比較項 目 次の地震時の社会状況
← ま ちの立地場所 → 歌弱な地盤 (揺れの強さと波状化の危険度)
―  住 宅行集度  → 密集住宅地 (延焼危険度が高い)

←  住 宅の構造  →  2～ 3階7/aて瓦葺きの家屋、中層 高 層 ・超高層の集合住宅

(規模が大きいほど高い耐震性の確保が難しい)
一  寝 室の場所  → 2階以 十1 (良 く揺れる)
←  家 具の有無  → 家具が多い (家具の転倒危険度)
―  建 物規模  → 高 大   (同 時被災者が多い、長同期地震動の問題)
―  ラ イフライン → 電気 ・ガス 上 下水 EV(生 活困難、高層建物は難民化)
― 通 勤 通 学手段 → 鉄道 。自動車で遠距離通勤  (交 通近断で勤務困難)
← 交 通の場 速 度 → 高架 高 速 (揺れ大、脱縦 ハ ンドル操作、停止困難)
―  情 報通信  → ラジオ TV Internet 電 話 ・携帯  (情 報依存度大)
←  家 族の態様  → 核家族 (次世代への語り継ぎの不足、弱者世帯への対策)
― 地域コミュニティ ー 希薄 ・行政への依頼心大 ボ ランティア頼み (自立性不足)

良好 な地盤

隣棟 問隔が大 きい

平屋 草 葺 き 板 車 きの家屋

1 階

家具が少 ない

低 刀ヽ

ランプ ・新 ・井戸 ・くみ取 り使所

徒歩 などで職住近接

地上走行 ・遅い速度

昭和 はラジオのみ

大家族 家 族内で弱者故清

自立性大 ・地域 内共助の仕組み

図 1 西 暦300年頃の大阪の陸地部
(大阪府西大阪治水事務所の資料による)
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非
常
用
発
電
装
置
を
備
え
て
い
て
も
、

燃
料
が
届
か
な
け
れ
ば
役
に
立
た
な

い
。

現
行

の
耐
震
基
準
で
は
、

建
物

の
耐
震

性
は
地
盤

の
良
否
に
か
か
わ
ら
ず
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
。

法
令
を
満
足
し
た
建
物

簾弱
抑ハ
願

的本はザ韓遍鞠緑湊

で
も
、

場
所
に
よ

っ
て
建
物
被
害
に
差

異
が
生
じ
る
。

地
震

ハ
ザ
ー
ド
の
大
き

い
と
こ
ろ
で
は
、

重
要
施
設
の
立
地
を

控
え
る
と
か
、

徹
底
的
な
防
災
対
策
を

実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

０

住
宅
と
生
活
環
境

戦
前
の
家
屋
は
現
代
と
は
全
く
異
な
る
。

多
く
は
、

平
屋
建
て
で
、

板
葺
き
や
草

章
き
で
あ
り
、

家
具
は
殆
ど
無
か

っ
た
。

規
模

の
大
き
な
集
合
住
宅
は
殆
ど
無
く
、

一
つ
の
住
宅
で
多
く

の
被
災
者
が
出
る

こ
と
は
な
か

っ
た
。

平
屋
で
あ
れ
ば
、

家
屋
に
作
用
す
る
地
震
力
は
小
さ

い
。

住
宅
内

の
揺
れ
は
地
盤
と
同
様
で
あ
り
、

家
具
の
下
敷
き
に
な
る
人
は
少
な

い
。

た
と
え
家
屋
が
倒
壊
し
て
も
人
の
救
出

は
容
易
で
あ
る
。

中
心
市
街
地
を
除
け
ば
、

家
屋
は
密
集
し
て
お
ら
ず
、

延
焼
火
災

の
危
険
度
も
少
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、

現
在
は
二
～
三
階
建

て
の
戸
建
て
住
宅
が
軒
を
運
ね
て
建

っ

て
い
る
。

寝
室
や
子
供
部
屋

の
多
く
は

二
階
以
上
に
あ
り
、

多
数

の
家
具
に
囲

ま
れ
て
い
る
。

大
都
市
で
は
中
高
層
や

超
高
層
の
集
合
住
宅
に
居
住
す
る
住
民

も
多

い
。

新
耐
震
基
準
に
よ
る
住
宅
で

あ

っ
て
も
、

ゆ
と
り
を
も

っ
た
耐
震
設

計
や
、

適
切
な
施
工
が
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
、

震
度
六
強
以
上
の
揺
れ
で
は
人

命
に
関
わ
る
損
壊

の
可
能
性
も
あ
る
。

旧
耐
震
基
準
で
設
計
さ
れ
た
既
存
不
適

格
建
物

の
危
険
度
は
さ
ら
に
高

い
。

私

た
ち
は
、

人
生

の
三
分

の
二
程
度

の
時

間
を
住
宅

の
中
で
過
ご
し
、

三
分

の

一

は
寝
室
に
居
る
。

住
宅

の
耐
震
化
が
重

視
さ
れ
る
理
由
が
こ
こ
に
あ
る
。

室
内
対
策
も
重
要
で
あ
る
。

高
層
階

は
地
面
に
比
べ
強
く
揺
れ
る
。

室
内

の

震
度
は
、

地
面
の
震
度
よ
り

一
つ
大
き

く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

震
度
六
弱
以

上
の
揺
れ
が
予
想
さ
れ
る
地
域
で
は
、

震
度
七
の
室
内
安
全
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

室
内

の
家
具
配
置
や
固
定
に
関
し
て
の

啓
発
が
求
め
ら
れ
る
。

０

オ
フ
ィ
ス

・
学
校
な
ど

事
務
所

・
学
校
な
ど
の
問
題
も
大
き
い
。

戦
前
に
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

（Ｒ
Ｃ
）

造
や
鉄
骨
造

の
大
規
模
建
築
物

の
数
は

限
ら
れ
て
い
た
。

建
物
の
品
質
は
極
め

て
高
く
、

壁
が
多
く
、

階
数
も
中
層
以

下
で
あ

っ
た
。

戦
後
、

耐
震
技
術
が
進

歩
し
て
、

高
層
で
大
規
模
な
建
物
が
建

設
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か
し
、

私
た
ち
の
耐
震
技
術
は
、

過
去

の
地
震

災
害

の
教
訓
を
学
び
な
が
ら
改
良
し
て

き
た
も
の
で
あ
り
、

建
設
時
期
に
よ

っ
て
、

建
物

の
耐
震
性
能
に
差
が
あ
る
。

兵
庫

県
南
部
地
震
で
も
、　

一
九
人

一
年
に
導

入
さ
れ
た
新
耐
震
基
準
以
前

の
既
存
不

適
格
建
物
の
被
害
が
顕
著
で
あ

っ
た
。

兵
庫
県
南
部
地
震
は
、

早
朝
に
地
震

が
発
生
し
た
た
め
、

こ
れ
ら
の
建
物
内

で
の
被
災
者
は
少
な
か

っ
た
。

戦
後

の

被
害
地
震

の
殆
ど
は
、

週
末
や
休
日
、

早
朝
や
深
夜
に
発
生
し
て
い
る
。
こ
の

た
め
、

オ
フ
ィ
ス
や
教
室
で
死
傷
し
た

会
社
員
や
生
徒
は
少
な

い
。
こ
れ
が
耐

震
改
修
を
遅
ら
せ
て
い
る

一
因
で
も
あ
る
。

Ｒ
Ｃ
造
建
物
は
、

戸
建
住
宅

の
よ
う
に

は
軽
く
は
な

い

（柱

一
本
、　

一
階
当
た

り
五
Ｏ
ｔ
ｏ
ｎ
程
度
を
支
え
る
）
。

倒
壊

し
た
建
物
か
ら
人
を
救
出
す
る
の
は
極

め
て
難
し

い
。

建
物
規
模
が
大
き

い
と

救
出
人
数
が
大
量
に
な
り
、

救
助
力
も

不
足
す
る
。

多
人
数
が
利
用
す
る
建
物
は
、

よ
り
高

い
耐
震
性
が
付
与
さ
れ
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
。

兵
庫
県
南
部
地
震
か
ら
学
ぶ
こ
と
は

他
に
も
あ
る
。　

一
つ
は
耐
震
技
術

の
実

力
で
あ
る
。

我
が
国
の
耐
震
技
術
は
極

め
て
高
く
、

耐
震
基
準
も
世
界
で
最
も

厳
し
い
。
し
か
し
、

震
度
六
弱
程
度

の

地
動
に
対
し
て
人
命
を
守
る
と

い
う
最

低
基
準
で
あ
り
、

建
物
を
無
損
傷
に
抑

え
る
の
は
震
度
五
弱
程
度

の
揺
れ
ま
で

で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

震
度
七

の
揺
れ
を
受
け
た
震
災

の
帯
で
の
中
低

層
Ｒ
Ｃ
造
建
物

の
被
害
率
は
極
め
て
小

さ
か

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

十
階
程
度

の
中
高
層
の
建
物
や

一
階
に
壁
が
不
足

す
る
建
物

の
被
害
は
大
き
か

っ
た
。

建

物
が
高
く
、

内
部
空
間
が
大
き
く
な
る

ほ
ど
、

柱
や
壁
は
、

大
き
な
地
震
力
を

受
け
、

耐
震
的
な
余
裕
が
減

っ
て
く
る

た
め
で
あ
る
。

最
近
、

免
震
建
物
や
制
震
建
物
が
増
え

て
き
た
。

地
震

の
揺
れ
を
抑
制
す
る
最

新
技
術
で
あ
る
。

世
間
で
は
免
震
や
制

震
だ
か
ら
安
全
と

い
う
話
を
良
く
聞
く
。

し
か
し
、

必
ず
し
も
そ
う
と
は
限
ら
な
い
。

ふ課津。江・港    へ
《王D河 ・サ11・水・池   藤 藤屋 帥論雌離

住離

(王D島

C)日 ・野 ・原 ・治。針
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贈 劃 山 ・丘 ・台 ・坂 図 2 大 阪の路線図と駅名

塁窪談豊



安震 だ よ り平 成 18年 1 2月

免
震

，
制
震
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

設
計
用
の
地
震
力
を
低
減
し
、

躯
体

の

断
面
を
削

っ
て
い
た
と
し
た
ら
、

そ
の

安
全
性
は
在
来
構
造
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
。

免
震

の
よ
う
に
免
震
層
変
位
で
終
局
状

態
が
規
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、

余
裕
度

が
小
さ
く
な
る
場
合
も
あ
る
。

超
高
層

ビ
ル
に
つ
い
て
も
、

高
度
な
解
析
を
し

て
い
る
か
ら
安
全
と

い
う
話
を
聞
く
。

し
か
し
、

入
力
地
震
動
の
強
さ
は
、　

一

般
建
物
と
は
大
き
く
変
わ
ら
な

い
。

地

盤

の
周
期
特
性
や
構
造
物

の
減
衰
を
適

切
に
評
価
し
て
い
な
け
れ
ば
、

高
度
な

解
析
も
意
味
は
な

い
。

昭
和

の
地
震
の

と
き
に
は
、

長
周
期
構
造
物
は
殆
ど
存

在
し
な
か

っ
た
。

技
術
者
も
住
民
も
、

巨
大
地
震
に
対
し
て
謙
虚
な
態
度
が
望

ま
れ
る
。

０

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

・
エ
レ
ベ
ー
タ

上
各
通
・

情
報
通
信

昭
和
二
十
年
代

の
生
活
を
思

い
出
し

て
み
た

い
。

明
か
り
を
と
る
た
め
に
電

気
を
使
う
以
外
、

殆
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

を
利
用
し
て
い
な
か

っ
た
。

今
は
、

電

化
製
品
が
溢
れ
、

頼
り
き

っ
て
い
る
。

か

つ
て
、

炊
事
に
は
篭
を
使

い
、

飲
料

水
は
井
戸
水
、

便
所
は
汲
み
取
り
で
あ

っ
た
。

食
料
も
含
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
多
く
を
自
給
し
て
い
た
。

南
海
ト

ラ
フ
で
の
三
地
震
が
運
動
す
れ
ば
、

被

害
が
広
域
に
及
び
被
災
地
外
か
ら
の
応

援
は
期
待
で
き
な

い
。

被
災
し
た
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
事
業
者
自
身
に
よ
る
自
力
復

旧
と
な
る
の
で
、

復
旧
に
は
、

大
変
な

時
間
を
要
す
る
。

現
代

の
日
本
人
は
、

電
気

・
ガ
ス

・
上
下
水
に
頼
ら
ず
に
生

き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
？

広
域
応
援
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、

個
人

及
び
地
域

の
自
活
力
を

つ
け
る
こ
と
も

必
要
と
さ
れ
る
。

特
に
、

高
層
の
集
合
住
宅
で
は
、

ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
停
止
し
た
り
、

エ
レ
ベ

ー
タ
が
動
か
な
く
な
る
と
生
活

の
基
盤

を
失
う
。

炊
事
や
用
便

の
た
び
に
、

地

上
階
に
降
り
な
く
て
は
い
け
な

い
。

エ

レ
ベ
ー
タ
の
閉
じ
こ
め
や
停
止

の
問
題

も
あ
る
。

高
層
階
に
居
住
す
る
身
体
的

に
不
自
由
な
住
民
に
と

っ
て
は
、

高
層

難
民
の
問
題
は
、

極
め
て
大
き

い
。

利

便
性

・
快
適
性
と
安
全
性
と
は
裏
腹

の

関
係
に
あ
る
こ
と

の
意
識
を
持

つ
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、

か

つ
て
の
鉄
道
や
道
路
は
、

地
面
の
上
を
走

っ
て
お
り
、

線
路
や
道

路
も
良
好
で
は
無
か

っ
た
た
め
、

速
度

も
遅
く
、

直
ぐ
に
止
ま
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
に
対
し
、

現
在
は
、

高
架
構
造
に

な
り
、

時
速
百
血
以
上
の
速
度
で
走

っ

て
い
る
。

高
架
の
揺
れ
は
地
面
よ
り
強
い
。

兵
庫
県
南
部
地
震
で
は
、

多
く
の
列
車

が
脱
線
転
覆
し
た
。

高
速
で
の
脱
線

の

怖
さ
は
Ｊ
Ｒ
宝
塚
線

の
事
故
で
学
ん
だ
。

便
利
さ
の
裏
側
に
は
危
険
が
あ
る
。

最
近
、

東
海
道
新
幹
線
も
脱
線
防
止
策
を
講
じ

る
こ
と
に
な

っ
た
。

緊
急
地
震
速
報
の

活
用
も
含
め
、

少
し
で
も
危
険
を
和
ら

げ
る
策
を
講
じ
て
お
き
た
い
。

通
信

・
放
送
に
つ
い
て
も
、

か
つ
て
は
、

有
線
電
話
は
家
庭
で
は
殆
ど
使
わ
れ
て

お
ら
ず
、

人
間
が
直
接
出
向

い
て
連
絡

を
し
て
い
た
。

ラ
ジ
オ
放
送
が
始
ま

っ

た
の
は

一
九
二
三
年
関
東
地
震

の
直
後

で
あ
り
、

テ
レ
ビ
放
送
は
始
ま

っ
て
い

な
か

っ
た
。

現
在
は
、

テ
レ
ビ

・
ラ
ジ

オ
に
加
え
、

携
帝
電
話

・
Ｐ
Ｉ
Ｓ

・
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
の
情
報
通
信
イ
ン

フ
ラ
に
頼

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
が
災
害

時
に
も
利
用
可
能

で
有
れ
ば
、

強
力
な

武
器
に
な
る
。

た
だ
し
、

国
民
の
災
害

情
報

へ
の
過
度
な
依
存
は
危
険
要
素
で

も
あ
る
。

広
域
被
災
時

の
メ
デ
ィ
ア
の

報
道
力
不
足
も
懸
念
さ
れ
る
。

メ
デ
ィ

ア
相
互
の
協
力
体
制
の
確
立
が
望
ま
れ
る
。

０

家
族

，
社
会

か

つ
て
は
、

大
家
族
社
会
で
、

年
寄

り
が
孫
に
過
去

の
災
害
経
験
を
直
接
伝

承
す
る
機
会
も
多
か

っ
た
。

地
域
社
会

の
人
間
関
係
も
濃
密
で
、

災
害
に
弱

い

病
気

の
人
間
が
居
る
か
と
か
、

誰
が
ど

の
部
屋
に
寝
て
い
る
か
、

な
ど
お
互

い

良
く
知

っ
て
い
た
。

地
域
共
同
体
と
し

て
の
共
助

の
仕
組
み
を
持

っ
て
お
り
、

自
然

の
怖
さ
を
理
解
し

つ
つ
自
然
と
折

り
合

い
を

つ
け
、

行
政
に
は
頼
ら
ず
に
、

自
立
し
た
社
会
を
作

っ
て
い
た
。

楽
観

的
で
、

個
人
主
義
、

無
関
心

・
無
責
任

と
言
わ
れ
る
現
代
人
と
は
全
く
異
な
る
。

職
場
は
自
宅
と
近
接
し
て
い
る
場
合

が
多
く
、

災
害
後
も
職
場
復
帰
を
速
や

か
に
で
き
た
。

遠
距
離
通
勤
が
多
く
、

帰
宅
困
難
者
が
大
量
に
発
生
す
る
現
在

と
は
状
況
が
異
な
る
。

火
葬
と
棺
の
問
題
も
あ
る
。

か
つ
て
は
、

土
葬
で
あ
り
、

各
地
域
で
弔

っ
て
い
た
。

火
葬
場
の
耐
震
化
は
余
り
進
ん
で
い
な
い
。

火
葬

の
熱
源

の
問
題
も
あ
る
。

都
市
ガ

ス
を
利
用
し
て
い
る
地
域
も
多

い
。

棺

の
備
蓄
に
も
限
り
が
あ
る
。

重
機

の
問
題
も
大
き

い
。

か

つ
て
は
、

木
造
平
屋
の
家
屋
が
多
か

っ
た
の
で
、

倒
壊
し
た
家
屋

の
処
理
は
、

各
地
域
で

対
処
が
で
き
た
。

現
在
は
、

コ
ン
ク
リ

ー
ト
ガ
ラ
も
多
く
、

重
機
や
大
型
車
両

が
な
け
れ
ば
処
理
が
難
し

い
。

重
機

の

不
足
は
明
ら
か
で
あ
る
。

事
前
に
、

優

先
度
に
応
じ
た
重
機

の
最
適
配
分
に

つ

い
て
の
合
意
が
必
要
で
あ
る
。

廃
棄
物

の

一
次
処
理
場
所
と
仮
設
住
宅

の
建
設

場
所
と
の
空
地
の
取
り
合

い
も
懸
念
さ

れ
る
。

現
代
社
会
は
、

行
政
に
対
し
、

過
度

に
依
存
し
、　

一
方
で
批
判
的
で
あ
る
。

か

つ
て
巨
大
地
震
に
遭
遇
し
た
と
き
と

比
較
し
て
、

生
命
力

・
自
活
力

・
地
域
力

・

家
族
力
が
減
退
し
、

被
害
運
鎖
や
広
域

拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
。

被
災
者
が
国
民

の
三
分

の

一
に
上
り
、

被
害
金
額
が
国

家
予
算
に
相
当
す
る
巨
大
地
震
を
前
に

し
て
、

早
く
、

全
国
民
が
状
況
を
正
し

く
認
識
し
、

適
切
な
備
え

の
行
動
を
は

じ
め
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、

お
わ
り
に

我
が
国
が
国
家
予
算
規
模

の
被
害
を

出
し
た
と
す
る
と
、

世
界
は
ど
の
よ
う

な
状
況
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

将
来

の
災

害
を
予
見
し
、

技
術
も
、

資
金
も
有
る

我
が
国
が
、

無
策

の
ま
ま
、

こ
の
よ
う

な
被
害
を
出
す
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
こ

と
で
あ
る
。

確
実
に
出
会
う
巨
大
地
震
に
対
し
、

私
た
ち
は
、

「
地
」
と

い
う
言
葉

の
大

事
さ
を
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う

に
感
じ
る
。

最
近
、

「
地
」
と

い
う
言

葉
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
。

私
自
身
は
、

様
々

な

「地
」

（地
球

・
地
域

・
地
震

・
地
盤

・

地
史

・
地
誌

・
地
名

・
地
理

・
地
学

・

地
質

，
地
形

・
地
道

・
地
元

・
地
力

・

地
べ
た
）
を
大
事
に
し
た

い
と
思

っ
て

い
る
。

広
域
災
害
に
対
し
て
は
、

社
会

の
持

つ
対
応
力

の
範
囲
内
に
被
害
を
軽

減
す
る
と
共
に
、

自
立
的
な
対
処
力
を

つ
け
る
し
か
な

い
。

「
地
」
に
足
を

つ

け
て
、

様
々
な

「地
」
を
学
び
、

「地
」

の
力
を
付
け
、

地
震
被
害
を
可
能
な
限

り
軽
減
し
、

発
災
時
が
破
綻
す
る
こ
と

な
く
自
立
的
に
対
処
で
き
る
社
会
を

「地
」

道
に
構
築
し
て
い
き
た
い
。
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